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近年、アジア・オセアニア地域の急速な経済発展に伴い、化石燃料の燃焼に伴う大気汚

染物質の放出量が増大し、我が国を含む広範囲の地域の環境への影響が懸念されている。

オキシダント濃度は環境基準を超過、光化学スモッグ頻度も増加中であることが報告され、

特に健康被害や農作物への影響は深刻である。静止環境観測衛星は日本を含む東アジア領

域における大気質の監視と理解を目的としたものである。具体的には以下の４つのターゲ

ットがある。 

1. 東アジアの広域大気汚染、日本の大気汚染の実況解析と予測 

2. 東アジア地域スケールでの大気質の理解のため、オゾン･エアロゾル前駆気体の放出源

分布と変動の把握 

3. 東アジア地域スケールでの大気質の理解のため、オゾン・エアロゾルの光化学生成・消

失過程と輸送過程の理解 

4. 東アジア及び周辺地域で

のバイオマス燃焼や火山

噴火など突発的現象の監

視 

である。表１に観測科学要求

をまとめた。 

静止環境観測衛星の意義・

経緯・現状などは、このひと

つ前の発表である北らの原稿

に示されているので、ここで

は省略し、センサ検討状況に

ついて示す。 

センサ検討状況： 

表１に示した科学要求に対し

て装置限界とのトレードオフ

研究を実施した。現在、センサの候補は 

1) 赤外イメージング分光計 

2) 可視紫外イメージング分光計 

の二つである。フィージビリティ研究に

用いた観測ジオメトリを図２に示す。 

表１：静止衛星観測の科学要求  

 
図１：シミュレーションの用いた観測ジオメトリ 

 



図２（上段）に検討の一例として、赤外オ

ゾン観測のアベレージングカーネルを示す。0.1 

cm
-1の周波数分解能では対流圏オゾンを 2層に

分離出来るが、0.6cm
-1 の分解能では困難なこと

が分かる。しかし、図２（下段）に示した通り、

実際にオゾンが増加したシナリオを仮定した

場合（黒線：真値）、中部対流圏においても境

界層においても部分カラム量として増大が確

認できている（赤線：衛星観測値）。 

これらのフィージビリティ研究を可視紫外

イメージング分光計と赤外イメージング分光

計に対して行った。図３にこれらのフィージビ

リティ研究の結果により提案されるセンサ性

能要求を示す。 

海外検討状況： 2009 年 12 月に開催され

た AGU 2009 fall meeting では静止衛星によ

る大気成分観測の特別セッションを開催した。

私もオーガナイザーの一人として参加した。こ

こでは日韓米欧からの参加者が集い、活発な議

論が行われた。また、この機会を用いて国際連

携の枠組みを強化するため、静止大気質観測衛

星コミッティミーティングも別途行われ、Position paper を共同で出すことで合意した。 

米国では、大気質のと海色を観測する Geo-CAPE 計画があるが、現実的な打ち上げの見

通しは立っていない。一方、欧州では ESA と欧州気象局が協力し、EUMETSAT/MTG 

(Meteosat Third 

Generation)において、大気

質・気象観測センサの開発検

討が進められている。打ち上

げ予定は 2018 年である。 

アジアでは、日本のほか、

韓国においてUVの大気質セ

ンサーの検討が進められて

いる。 

図２：赤外オゾン観測のアベレージングカ

ーネル 

 

 

図３：センサスペック要求 

 


